2016年6月23日
日本工営㈱ハノイ事務所

第７回円借款事業推進レヴュー会議メモ（案）

日時：2016年6月21日　10:00~11:15
場所：ＪＩＣＡベトナム事務所会議室
出席者：JICAﾍﾞﾄﾅﾑ側：山本次長、高橋次長
	NK側：河浪

1） ﾊﾉｲ市排水2期：
1 Ｌ／Ａの期限延長は、2016年12月末までを予定する。
2 2016年7月末までに完了した工事に対してのみ支払う。
3 それ以降の工事については支払い対象としない。
2） ﾋﾞﾝﾌｯｸ省投資環境整備：
1 Ｌ／Ａの期限延長（2017年1月末）はまだ諦めてはいない。
2 CP-2のＴＯＣ発行時期は？　　CP-1とともに7月中旬を予定（Ｌ／Ａ期限内）。
3） ﾊｲﾌｫﾝ市下水排水改善：
1 チョーハンポンプ場の用地取得は92％であるが、表中では48％であることの確認。　CPA3にはポンプ場を含めて４プロットあり、ポンプ場に関しては92％であるが、CPA3全体では48％。（河浪が会議で説明した補償の遅れによる立退きに起因するという理由は誤認でした。）
2 下水道台帳システム導入のカテゴリーを確認しておくこと。　　コンサルタントサービスのＴＯＲ3（運営維持管理強化）に入れる予定。
3 ＪＩＣＡへの要望事項については、7月にＨＰＰCとのレビュー会議で確認する。
4） ﾗｯｸﾌｪﾝ港：
1 問題なく進んでいるという理解である。
5） 国道3号線：
1 支払が全て完了するまでモニタリングは続け、本表には本事業を残す。
6） 南北高速道路(ﾎｰﾁﾐﾝ市-ﾛﾝﾀｲﾝ)：
1 ＪＩＣＡへの要望を理解した。
2 韓国企業の係争については動きがあるまでＪＩＣＡは静観する。
7） ﾎｰﾁﾐﾝ市都市鉄道1号線：
1 Cp-1aの仮設に対して技術的見地からの対応を行うことで認識している。
2 Cp-1aの応札額が大幅に低く、杭工事費が上昇しても予算内であればＪＩＣＡは承認する考えである。
8） ｶﾝﾄｰ橋&国道1号線ﾊﾞｲﾊﾟｽ建設：
1 コンサルタントへの過去の支払を含めて問題なく進んでいるという理解である。
9） 保全林回復･持続的管理事業：
1 インフラの詳細設計は誰が行っているのか確認すること。　コンサルタントがサブコン契約をして実施している。
2 インフラ内容についてＪＩＣＡ側では確認できていないことが問題なのでリバレッジの効く対応としてもらいたい。（タインホア省の道路整備の適正さについては、個人からクレームが出てきている）
3 [bookmark: _GoBack]後続案件の準備調査ではインフラ整備をＬ／Ａのスコープに入れるべきではないと考える。
4 本邦研修ならびに第三国研修については、その内容に大いに問題がある（研修ではなく観光が主となっている）ので、内容如何では承認しない。ＤＡＲＤへ注意喚起を行うこと。
5 本件については今後において柿岡次長が担当となる。
10） ダニム水力発電拡張事業：
1 副局長の対応については、極力局長との直接交渉が望ましいと考える。
11） ハノイ市環状3号線整備事業：
1 Addendum No.1については他工区のＬ／Ａ期限延長との対応も含めて判断する。
2 Addendum No.2については6月23日（月）にＰＭＵTLと協議予定であり、その折に承認する予定である。
3 入札図書についてはＰＭＵＴＬに対してはＪＩＣAガイドラインを遵守すべくコンサルタントも厳しく対応頂きたい。
以上
